
　待ちに待ったラクビ―ワールドカップが開
幕します。公認キャンプ地の磐田市にも大勢
の外国チームの選手・関係者がお見えにな
ることでしょう。世界に磐田市の良さを発信

するチャンスであり議会としても発信していきます。
　また、今年も議会報告会を開催します。多くの皆様の参
加をお待ちしています。　　　　　　　　　（小柳貴臣）
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令和元年6月定例会
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9/1発行
9月号

次回は12月1日発行予定です。

※志政会の会派人数は12人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた11人で行います。 ○：賛　成　×：反　対

（9月11日～10月16日）
9

【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委 　 員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

審 議 結 果

編 集

後 記

■意見の分かれた議案

■本会議で行われた選挙
⑴　静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

■その他
⑴　閉会中の継続調査　　　⑵　市議会議員の派遣

■全会一致により可決された議案
⑴　元年度一般会計補正予算（第２号）
⑵　手数料条例の一部改正
⑶　元年度一般会計補正予算（第３号）
⑷　森林環境整備基金条例の制定
⑸　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
　　関する条例の一部改正
⑹　税条例等の一部改正
⑺　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

⑻　水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の
　　一部改正
⑼　火災予防条例の一部改正
⑽　浅羽地域湛水防除施設組合の解散
⑾　浅羽地域湛水防除施設組合の解散に伴う財産処分
⑿　財産の譲渡
⒀　財産の譲渡
⒁　財産の取得

月 定 例 会 の 予 定

結果
志政会

12人（※）

会派名

件　名

新磐田

４人

きずなの会

４人

日本共産党
磐田市議団
２人

公明党
磐　田
２人

社民・明るい
暮らしの会
1人

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ×

×

○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。一般質問を行う議員の順番や内
容につきましては９月１９日（木）にホームページ上に公開を予定し
ています。また、聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通
訳者や要約筆記者の手配を行っています。ご希望の方は、事前に議
会事務局（電話0538-37-4822、ＦＡＸ0538-37-4845）までお
問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土9/8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
本会議
（採決）
本会議
（採決）

本会議
（先議採決・一般質問）

本会議
（先議採決・一般質問）

本会議
（議案上程）
本会議
（議案上程）

本会議
（先議ほか）
本会議
（先議ほか）

予算決算委員会
（採決）

予算決算委員会
（採決）

本会議
（議案質疑）
本会議
（議案質疑）

本会議
（一般質問）
本会議
（一般質問）

予算決算委員会分科会（審査）予算決算委員会分科会（審査）
常任委員会（審査）常任委員会（審査）

社会保障の安定財源の確保等を
図る税制の抜本的な改革を行う
ための消費税法の一部を改正す
る等の法律並びに社会保障の安
定財源の確保等を図る税制の抜
本的な改革を行うための地方税
法及び地方交付税法の一部を改
正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定
元年度ながふじ学府一体校建設工事
（建築）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（電気設備）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（給排水衛生設備）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（厨房設備）請負契約の締結

C O N T E N T S
Ｐ２ 特集
 御厨駅と、磐田市と、私。
Ｐ４ 議案審議
Ｐ７ 一般質問（１4人）
Ｐ15 トピックス
 インフォメーション
Ｐ16 審議結果　ほか

御厨駅と、磐田市と、私。御厨駅と、磐田市と、私。
～神明中学校生徒からの視点で～～神明中学校生徒からの視点で～

みくりやみくりや

しん めいしん めい

静岡県立磐田西高等学校　3年
表紙の撮影者

齋藤　優弥 さん
さい とう　　　 ゆう  や

　我が校の文化祭では毎年書道パフォーマン
スが行われます。一人の女子部員に目が留ま
り撮影しました。小柄な体に大きな筆を持ち、
全身を使って力強く字を書くその姿。赤いた
すきをギュッとしめた袴姿も凛々しく人々を
魅了していました。「書道で自分の思いを伝
えたい」と思いが溢れる一枚になりました。



御厨駅と、磐田市と、私。
みくりやえき

しんめい

～神明中学校生徒からの視点で～

鈴木　昌弥さん
すず  き       まさ や

丸山　凜さん
まるやま      りん

前田　健太さん
まえ だ       けん た

武内　亜椰華さん
たけうち       あ  や   か

大高　心多さん
おおたか        こなた

松岡　星佳さん
まつおか      せい か

真剣な様子で現地を見てきました。

小笠原　悠心さん
お がさ わら      ゆうしん

　
令
和
２
年
の
春
に
、
新
た
な
磐
田
市
の
玄
関
口
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
新
駅
の
御
厨
駅
が
磐
田
駅
と
袋
井
駅
の
間
に
開

業
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
御
厨
駅
に
隣
接
す
る
場
所
に
磐
田
市
立
神
明
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
神
明
中
学
校
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
磐
田
市
を
担
う
若
者
を
代
表
し
て
、
ま
た

地
元
の
中
学
校
生
徒
か
ら
の
視
点
で
御
厨
駅
や
磐
田
市
の
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
聞
き
手…

広
報
広
聴
委
員
）

○
人
通
り
や
人
の
出
入
り
が
多
く
な

り
、
ま
ち
が
発
展
し
て
い
く
よ
う

な
駅
に
な
っ
て
欲
し
い
。

○
高
校
に
通
学
す
る
際
に
、
駅
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
進
学
す

る
高
校
の
選
択
肢
が
増
え
て
嬉
し

い
。

○
ま
ち
が
発
展
し
て
い
け
ば
、
店
が

増
え
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

娯
楽
施
設
の
よ
う
な
場
所
が
で
き

る
と
良
い
と
思
う
。

○
周
り
の
方
々
が
、
多
く
磐
田
市
に

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。

○
こ
う
し
て
間
近
で
見
る
と
、
駅
が

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
大
き
く
、

立
派
だ
と
思
っ
た
。

○
駅
が
で
き
た
ら
東
京
な
ど
、
遠
く

の
ま
ち
に
行
く
の
に
便
利
な
の
で
、

上
手
に
活
用
し
た
い
。

○
ま
ず
は
、
パ
ン
屋
さ
ん
。
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
お
店
が
あ
れ
ば
良
い
と

思
う
。

○
磐
田
駅
前
で
行
っ
て
い
る
軽
ト
ラ
市
の
よ

う
に
、
地
域
と
触
れ
合
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
。

○
松
林
山
古
墳
や
神
明
宮
な
ど
を
活
か
し
て
、

自
然
の
豊
か
さ
と
地
域
の
資
源
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
れ
ば
と
思
う
。

○
磐
田
市
の
こ
と
が
み
ん
な
好
き
で
す
。

○
磐
田
市
は
、
緑
豊
か
で
自
然
が
多
い
の
で
、

触
れ
合
え
る
機
会
を
も
っ
と
設
け
た
ら
良

い
と
思
う
。

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
小
学
校
は
芝
生
な
の
に
、

中
学
校
が
芝
生
で
は
な
い
の
で
芝
生
化
し

て
欲
し
い
。

○
自
分
が
働
き
た
い
場
や
文
化
が
あ
れ
ば
磐

田
市
に
居
た
い
。

○
あ
ま
り
知
ら
な
く
て
、
硬
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
け

ど
、
少
し
身
近
に
感
じ
た
し
、
新
鮮
だ
っ
た
。

○
取
材
を
受
け
る
こ
と
で
、
今
ま
で
は
無
か
っ
た
け
ど

磐
田
市
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。

○
未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
、
子
供
が
や
り
た
い
こ
と

を
大
人
が
考
え
て
進
め
ら
れ
た
ら
良
い
な
あ
と

思
っ
た
。

○
話
し
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
た
ら

よ
い
と
思
う
。

 

ご
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
御
厨
駅
や
磐

田
市
、
市
議
会
を
よ
り

良
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　学
校
の
関
係
者
を
含

め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

―
―

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
素
直
な
皆
さ
ん
の
思
い
は
、
共
感
す
る
部
分
も

あ
れ
ば
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

―
―

今
回
議
員
（
委
員
）
と
話
し
て
み
て
印
象
は

ど
う
で
し
た
か
。

―
―

磐
田
市
に
思
う
こ
と
や
希
望
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
―

御
厨
駅
の
将
来
で
希
望
す
る
こ
と

や
も
の
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

御
厨
駅
に
希
望
す
る
も
の
は…

パ
ン
屋
さ
ん
！

御
厨
駅
に
希
望
す
る
も
の
は…

パ
ン
屋
さ
ん
！ ―

―

御
厨
駅
に
つ
い
て
思
う
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

神明中学校
御厨駅

23



■問　
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金
の
支
給
手

続
き
を
伺
う
。

答
　
７
月
下
旬
に
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
方
に
、
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
の
通
知
と
併
せ
て
、
お
知
ら
せ
と

申
請
様
式
を
送
付
す
る
。
そ
の
後
８
月

の
現
況
届
の
際
に
併
せ
て
申
請
し
、
審

査
後
に
、
２
年
１
月
の
児
童
扶
養
手
当

支
払
い
の
際
に
併
せ
て
支
給
す
る
。

■問　
環
境
性
能
割
の
補
正
額
の
算
定
基

準
を
伺
う
。

答
　
29
年
度
自
動
車
取
得
税
の
軽
自
動

車
に
係
る
課
税
台
数
と
税
額
を
基
に
、

導
入
後
、
半
年
分
の
環
境
性
能
割
の
税

額
を
見
込
ん
だ
も
の
で
、
予
算
額
は
臨

時
的
軽
減
措
置
や
税
率
区
分
の
変
更
等

を
考
慮
し
、
算
定
し
て
い
る
。

6 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

令和元年
6月

会期　6月10日～7月3日（24日間）

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

減
額
及
び
地
方
債
の
変
更
で
あ
り
、
第
２

号
補
正
予
算
の
補
正
額
を
加
算
し
た
額
か

ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
２
２
６
７

万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
６
０
億

４
３
３
９
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議案
第45号

全会一致で全会一致で

可決可決

　６月定例会では、市長提出の令和元年度一般会計補正予算など一般議案19件を審議しました。
　なお、全ての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

一般会計補正予算（第3号）などを審議 会派名の表記
志：志政会
新：新磐田
き：きずなの会
共：日本共産党磐田市議団
公：公明党磐田
社：社民・明るい暮らしの会

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
消
費
税
引
き
上
げ
は
、
財
政
健
全

化
だ
け
で
は
な
く
、
現
役
世
代
の
減

少
に
よ
る
税
収
や
社
会
保
険
料
の
減

少
、
高
齢
者
増
加
に
伴
う
社
会
保
障

費
の
増
加
に
対
応
す
る
も
の
で
、
国

民
全
体
で
広
く
負
担
す
る
も
の
で
あ

る
。
仮
に
使
用
料
等
に
転
嫁
し
な
い

場
合
、
利
用
者
が
負
担
す
べ
き
消
費

税
を
住
民
全
体
で
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
、
住
民
間
に
不
公
平
が
生
じ
て

し
ま
う
。

適
正
に
転
嫁
す
る
た
め
、
妥
当
と
考
え
る

賛
成

志
政
会 

秋
山
勝
則 

議
員

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

　
暮
ら
し
は
よ
く
な
っ
て
い
な
い
市

民
の
生
活
実
感
が
あ
り
、
そ
の
状
況

下
で
市
民
負
担
で
あ
る
増
税
分
を
公

共
料
金
へ
転
嫁
す
る
こ
と
と
な
る
。

消
費
税
は
逆
進
性
を
持
ち
、
格
差
を

拡
大
す
る
た
め
、
格
差
が
ま
す
ま
す

広
が
る
中
、
自
治
体
と
し
て
住
民
福

祉
を
向
上
す
る
と
い
う
責
務
を
自
覚

し
、
公
共
料
金
へ
の
値
上
げ
を
や
め
、

国
に
対
し
て
消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
。

格
差
拡
大
の
増
税
の
中
止
を
求
め
る

反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
27
年
度
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

意
見
交
換
を
数
十
回
開
催
し
て
い

る
。
少
子
化
社
会
に
地
域
の
人
が
参

加
す
る
学
校
づ
く
り
が
必
要
で
、
地

域
連
携
室
等
開
か
れ
た
学
校
の
視
点

が
多
数
盛
り
込
ま
れ
、
地
域
に
も
配

慮
し
た
建
物
と
考
え
る
。
利
用
す
る

中
で
、
お
互
い
の
理
解
が
深
ま
り
、

子
供
た
ち
を
含
め
た
地
域
づ
く
り
に

も
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

地
域
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待

賛
成 　

学
校
統
廃
合
を
推
進
す
る
一
体
校

建
設
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
本
請
負

契
約
締
結
に
つ
い
て
賛
成
で
き
な

い
。
人
口
減
少
で
施
設
の
統
廃
合
が

行
わ
れ
、
生
活
の
利
便
性
を
低
下
さ

せ
、
ま
た
人
口
減
少
と
い
う
悪
循
環

を
引
き
起
こ
す
。
教
育
と
地
域
の
存

続
に
関
わ
る
こ
と
は
住
民
と
話
し
合

い
、
熟
議
に
基
づ
く
合
意
形
成
が
不

可
欠
で
あ
る
。

地
元
住
民
の
合
意
形
成
が
不
十
分

反
対

45

　
こ
れ
は
、
消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
年
10
月
か
ら
消
費
税
等
の
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

議案
第46号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

　
６
月
６
日
に
１
社
に
よ
る
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
39
億
９
８
０
０
万

円
で
石
川
建
設
株
式
会
社
が
落
札
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

元
年
度
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
建
設
工
事

（
建
築
）

議案
第58号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

■問　
森
林
環
境
整
備
基
金
積
立
金
を
今

回
全
額
積
み
立
て
る
が
、
今
後
の
計
画

は
。

答
　
現
時
点
で
決
定
し
た
計
画
等
は
な

い
が
、
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
等
の

目
的
等
に
沿
う
事
業
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対

す
る
臨
時
・
特
別
給
付
措
置
に
要
す
る

経
費
の
追
加
、
森
林
整
備
・
林
業
振
興

等
を
目
的
と
し
て
新
た
に
設
置
す
る
森

林
環
境
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
の
追
加
、

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
及
び
環
境
性
能

割
の
創
設
な
ど
に
伴
う
歳
入
予
算
の
補

正
、
30
年
度
第
８
号
補
正
予
算
と
の
重

複
計
上
分
の
減
額
で
す
。
こ
れ
ら
の
財

源
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
の
ほ
か
、

寄
附
金
、
繰
入
金
な
ど
を
充
て
ま
す
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

補
正
予
算
の
主
な
内
容

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
並
び
に

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

■問　
条
例
改
正
に
よ
る
全
体
の
影
響
額
は
。

答
　
当
初
予
算
額
を
基
準
に
し
た
場
合
の

半
年
分
の
試
算
で
は
、
一
般
会
計
で
３
４

０
万
円
程
度
、
下
水
道
事
業
会
計
で
１
７

０
０
万
円
程
度
、
病
院
事
業
会
計
で
２
２

０
万
円
程
度
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

■問　
今
回
条
例
改
正
を
行
わ
な
い
公
共
料

金
は
。

答
　
水
道
料
金
は
、
税
込
価
格
や
消
費
税

率
を
定
め
ず
、
税
抜
価
格
に
消
費
税
相
当

額
を
加
え
た
額
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、

条
例
改
正
を
す
る
必
要
は
な
い
が
、
水
道

料
金
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
半
年

分
の
影
響
額
は
１
７
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
端
数
計
算
で
結
果
と
し

て
料
金
が
変
わ
ら
な
い
駐
車
場
使
用
料
な

ど
も
条
例
改
正
は
行
っ
て
い
な
い
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

■問　
約
40
億
円
の
金
額
に
対
し
て
、
１
社

だ
け
で
入
札
が
行
わ
れ
た
理
由
は
。

答
　
結
果
と
し
て
１
社
だ
っ
た
が
、
入
札

を
公
告
す
る
際
に
は
、
市
内
・
準
市
内
の

７
社
を
見
込
ん
で
い
た
。
応
札
し
た
の
は

１
社
で
あ
っ
た
。
電
子
入
札
は
、
業
者
が

他
の
入
札
状
況
を
知
り
得
な
い
た
め
、
競

争
性
は
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

■問　
今
回
の
入
札
は
予
定
価
格
を
事
前
に

公
表
し
て
行
っ
た
の
か
。

答
　
議
案
第
58
号
か
ら
第
61
号
ま
で
の
工

事
は
す
べ
て
予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
た
。

■問　
住
民
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
住
民
意
見
を
参
考
に
一
体
校
の
整
備

を
行
い
、
ま
た
プ
ー
ル
の
位
置
も
反
映
し

南
側
と
し
た
。

■問　
地
域
へ
の
開
放
エ
リ
ア
の
安
全
管
理

に
つ
い
て
は
。

答
　
住
民
意
見
も
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
図
書
室
に
職
員
を
１
名
常
駐
さ
せ

る
な
ど
安
全
性
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

■問　
大
規
模
工
事
の
場
合
、
Ｊ
Ｖ
と
い
う

地
元
企
業
と
大
手
企
業
な
ど
と
の
共
同
企

業
体
で
事
業
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
今
回
し
な
い
理
由
は
。

答
　
10
億
円
以
上
の
工
事
は
Ｊ
Ｖ
を
検
討

す
る
が
、
大
手
企
業
な
ど
は
東
京
五
輪
関

連
工
事
な
ど
多
忙
で
、
地
方
で
の
工
事
に

回
せ
る
余
力
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

　
42
本
の
関
係
条
例
に
お
け
る
、
消
費

税
等
の
課
税
対
象
と
な
る
各
種
料
金
に

つ
い
て
、
消
費
税
等
相
当
額
の
引
上
げ

を
行
う
も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
内
容

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

議案採決
の流れ



■問　
か
つ
て
磐
田
駅
前
に
設
置

さ
れ
て
い
た“

鞆
形
埴
輪”

を
御
厨

駅
前
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
の
考
え
は
。

答
　
御
厨
駅
周
辺
に
移
設
す
る

計
画
で
、
地
元
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
設
置
場
所
を
決
定
し
た

い
。

■問　
松
林
山
古
墳
の
文
化
財
価

値
・
歴
史
的
価
値
に
対
す
る
市
の

評
価
が
低
す
ぎ
な
い
か
見
解
は
。

答
　
御
厨
古
墳
群
と
し
て
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
、
静
岡
県
の
み

な
ら
ず
東
海
地
方
に
お
い
て
も
最

大
級
、
最
古
級
の
古
墳
で
、
価
値

の
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

■問　
松
林
山
古
墳
を
、
観
光
資
源

と
し
て
の
魅
力
・
集
客
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
整
備
方
向
の
考
え
は
。

答
　
国
分
寺
跡
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
松
林
山
古
墳
の
整
備
計
画

の
予
定
は
無
い
。
当
面
は
古
墳
の

適
切
な
管
理
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
古
墳
め
ぐ
り
の
企
画
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問　
ひ
き
こ
も
り
解
消
に
、
社
会

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

市
内
に
周
知
し
、
相
談
へ
の
行
動

を
促
す
考
え
は
。
ま
た
、
自
治
会

連
合
会
・
民
生
児
童
委
員
等
と
連

携
し
て
、
ド
ア
を
開
け
て
の
実
態

調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か

見
解
を
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
は
、
相
談
窓
口
が

で
き
た
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
相
談
の
一
歩
を
踏
み
出
す

よ
う
促
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

戸
別
訪
問
で
の
実
態
調
査
は
控
え
、

相
談
対
応
や
就
労
支
援
を
通
じ
て

対
応
実
績
を
積
み
重
ね
、
結
果
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
実
態

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

■問　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

専
門
担
当
と
し
て
、
外
国
人
の
職

員
採
用
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
ち
づ
く

り
専
門
担
当
の
外
国
人
採
用
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

社
会
問
題

新
駅
「
御
厨
駅
」
開
業
と

地
域
歴
史
資
源
の
活
用

一 般 質 問

個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする執行
機関に対して行う質問を一般質問といいます。
６月定例会では 14 人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一般質問の模様は、インターネットで録画配信しています。

一般質問とは ?

新駅「御厨駅」開業と地域歴史資源の活用について／
社会問題に対する取り組みについて

一 括
質 問

志政会 絹 村 和 弘 議員

　
６
月
６
日
に
16
社
に
よ
る
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
３
億
５
９
７
８

万
４
千
円
で
栗
原
工
業
株
式
会
社
浜
松
営
業
所
が
落
札
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
：
志
・
新
・
公
・
社
　
反
対
：
き
・
共
）

　
６
月
６
日
に
２
社
に
よ
る
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
３
億
７
５
０
０
万
円

で
株
式
会
社
エ
ク
ノ
ス
ワ
タ
ナ
ベ
西
部
営
業
所

が
落
札
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

　
６
月
６
日
に
２
社
に
よ
る
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
１
億
７
１
３
０
万
円

で
静
岡
ア
イ
ホ
ー
調
理
機
株
式
会
社
が
落
札

し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

元
年
度
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
建
設
工
事

（
電
気
設
備
）

議案
第59号

■問　
入
札
結
果
で
１
社
だ
け
少
額
で
あ
っ

た
。
最
低
制
限
価
格
の
設
定
状
況
と
業
務

遂
行
能
力
の
調
査
は
。

答
　
入
札
価
格
は
最
低
制
限
価
格
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
市
で
設
定
し
た
調
査
基

準
価
格
を
下
回
っ
た
た
め
、
業
者
へ
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
該
業
者
は

全
国
展
開
の
大
規
模
業
者
で
、
製
品
調
達

を
一
括
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
価
に
で

き
る
た
め
、
遂
行
に
支
障
は
な
い
と
判
断

し
た
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

■問　
ど
の
く
ら
い
の
食
事
を
提
供
で
き
る
施

設
に
な
る
の
か
。

答
　
現
在
の
豊
田
中
学
校
・
豊
田
北
部
小
学

校
に
加
え
て
、
豊
田
東
小
学
校
と
豊
田
北
部

幼
稚
園
、
豊
田
東
幼
稚
園
の
３
施
設
の
提
供

が
で
き
る
１
６
０
０
食
分
を
想
定
し
て
い
る
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

賛成多数で賛成多数で

可決可決

な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校

建
設
工
事
（
給
排
水
衛
生
設
備
）

議案
第60号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校

建
設
工
事
（
厨
房
設
備
）

議案
第61号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

　
入
札
ま
で
の
流
れ
は
規
定
等
に
基

づ
き
、
そ
の
手
続
き
は
公
平
公
正
に

行
わ
れ
て
い
る
。
調
査
基
準
価
格
以

下
で
あ
っ
た
た
め
、
担
当
課
と
契
約

検
査
課
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

資
料
提
供
を
お
願
い
し
、
問
題
な
い

と
判
断
し
た
中
で
落
札
が
決
定
し
て

い
る
た
め
、
妥
当
と
考
え
る
。

手
続
き
は
公
平
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

賛
成

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
業
者
の
積
算
能
力
が
高
く
な
っ
て

い
る
中
で
、
落
札
業
者
は
他
業
者
の

入
札
価
格
を
大
幅
に
引
き
離
し
て
い

る
。
調
査
基
準
価
格
な
ど
を
設
け
て

い
る
た
め
問
題
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
資
料
を
提
供
し
て
、
納

得
で
き
る
説
明
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

低
価
格
に
納
得
で
き
る
説
明
を

反
対

　
将
来
を
担
う
小
中
学
生
や
、
万
が

一
に
は
避
難
所
と
な
る
学
校
校
舎
の

建
設
に
予
定
価
格
よ
り
、
約
１
億
３

千
万
円
も
下
げ
た
値
段
で
十
分
な
品

質
の
保
証
が
あ
る
の
か
。
再
度
調
査

す
べ
き
も
の
と
考
え
、
入
札
結
果
に

つ
い
て
検
証
し
た
上
で
、
再
度
議
会

に
諮
る
べ
き
と
考
え
る
。

十
分
な
品
質
を
保
証
で
き
る
か
再
検
証
を

反
対

き
ず
な
の
会 

鈴
木
正
人 

議
員

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　
根
津
康
広 

議
員

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
入
札
ま
で
の
流
れ
は
規
定
等
に
基
づ

き
、
公
平
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
衛

生
面
に
優
れ
た
節
水
型
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
推
進
し
て
い
る
洋
式
ト
イ
レ

や
、
学
年
に
応
じ
た
高
さ
に
設
計
さ
れ

た
手
洗
い
場
な
ど
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

衛
生
面
や
環
境
な
ど
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

賛
成 　

予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
率
は
、

99
・
６
％
で
、
入
札
２
社
の
う
ち
１
社

が
辞
退
す
る
中
で
、
競
争
性
が
保
た
れ

て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
１
社
入
札

を
回
避
す
る
入
札
制
度
を
導
入
す
る
な

ど
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

１
社
入
札
を
回
避
す
る
制
度
導
入
を

反
対

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

志
政
会 
小
池
和
広 

議
員

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
設
計
段
階
か
ら
栄
養
教
諭
が
入
り
、

調
理
の
動
線
な
ど
を
相
談
し
て
い
る
。

ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
拡
充
も
図
っ

て
い
る
。

細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
設
備

賛
成 　

学
校
給
食
は
自
治
の
鏡
で
、
地
域
の

関
係
づ
く
り
や
災
害
時
の
調
理
場
所
の

確
保
な
ど
を
含
め
た
厨
房
設
備
が
望
ま

れ
る
。 地

域
づ
く
り
や
災
害
に
備
え
た
設
備
を

反
対

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

磐田駅にあった鞆形埴輪（※1）のモニュメント磐田駅にあった鞆形埴輪（※1）のモニュメント

と
も
が
た
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磐田なかよしこども園磐田なかよしこども園

防災対策について／産業の育成について 一 括
質 問

志政会 小 池 和 広 議員

子育て・若者支援・教育について／
商業関係等について／交通安全について

一 括
質 問

志政会 小 柳 貴 臣 議員

貧困問題／障がい者雇用について 一 問
一 答

きずなの会 鈴 木 正 人 議員

■問　
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備

の
普
及
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
有

効
な
手
段
の
一
つ
だ
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
適
正
な
導
入
を
指
導

し
普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

■問　
適
正
な
導
入
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
の
制
定
の
考
え
を
伺

う
。

答
　
庁
内
の
検
討
委
員
会
や
作
業

部
会
で
内
容
を
検
討
す
る
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
実
施
し
、

元
年
度
中
の
条
例
制
定
を
目
指
し

準
備
を
進
め
る
。

■問　
本
市
に
お
け
る
意
義
、
メ
リ

ッ
ト
を
伺
う
。

答
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
方
向
性
は
本
市
の
行
政
運

営
に
も
つ
な
が
り
、
意
義
の
あ
る

も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

■問　
今
後
の
取
り
組
み
、
情
報
発

信
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
　
第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画
や

磐
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
共
通
す
る

も
の
が
多
い
と
認
識
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
関
連
す
る
諸

施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■問　
本
市
の
政
策
と
の
関
連
を
伺

う
。

答
　
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
の
整

備
や
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
、
Ｊ

Ｒ
の
御
厨
駅
等
の
整
備
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
で
あ
る
質
の
高

い
教
育
を
全
て
の
人
に
提
供
す
る

こ
と
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
考
え
る
。

■問　
幅
広
い
分
野
の
方
が
連
携
で

き
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
必
要
性

を
伺
う
。

答
　
現
在
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

設
立
は
考
え
て
い
な
い
が
、
産
学

官
金
労
で
組
織
す
る
磐
田
市
行
政

経
営
審
議
会
で
、
総
合
計
画
や
総

合
戦
略
に
対
す
る
意
見
を
い
た
だ

き
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備

■問　
本
市
の
調
査
か
ら
、
本
市
に

居
住
す
る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
が

ど
の
程
度
貧
困
状
態
か
を
伺
う
。

答
　
29
年
度
の
調
査
で
は
、
子
ど

も
の
貧
困
率
は
13
・
６
％
で
、
国

と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
で
あ
る
。

■問　
朝
ご
は
ん
を
学
校
等
で
提
供

す
る
事
業
を
研
究
し
て
い
る
が
、

30
年
に
県
が
実
施
し
た
調
査
結
果
、

貧
困
問
題
と
の
関
係
を
伺
う
。

答
　
30
年
度
朝
食
摂
取
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
本
市
の
朝
食
摂
取
率

は
小
学
生
98
・
６
％
、
中
学
生

97
・
６
％
で
あ
る
。
朝
食
の
摂
取

と
貧
困
の
関
係
は
調
査
さ
れ
て
い

な
い
。
地
域
、
学
校
、
行
政
等
が

連
携
・
協
力
し
、
継
続
的
に
地
域

に
根
付
く
活
動
に
す
る
こ
と
が
必

要
な
事
業
で
、
関
係
者
に
検
討
会

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
る
。

■問　
本
市
役
所
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
障
が
い
者
数
と
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ

ン
ト
等
の
障
が
い
者
数
を
伺
う
。

答
　
６
月
１
日
現
在
、
実
人
数
は

21
人
、
換
算
人
数
は
26
人
で
あ
る
。

■問　
精
神
障
が
い
者
の
雇
用
予
定

と
予
定
数
、
短
時
間
雇
用
の
考
え

を
伺
う
。

答
　
精
神
障
が
い
者
は
５
名
い
る
。

現
在
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い

る
た
め
、
元
年
度
は
精
神
障
が
い

者
を
含
め
た
雇
用
人
数
は
現
状
を

維
持
す
る
。
雇
用
は
精
神
障
が
い

者
の
み
に
特
化
し
た
募
集
で
は
な

く
、
障
が
い
の
区
分
に
関
係
な
く

広
く
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
短
時

間
雇
用
は
本
人
か
ら
希
望
が
あ
れ

ば
、
雇
用
形
態
に
反
映
し
て
い
る
。

■問　
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇
用

率
の
母
数
と
な
る
、
本
市
役
所
の

正
規
職
員
、
非
常
勤
・
臨
時
職
員

の
今
後
の
雇
用
計
画
を
伺
う
。

答
　
正
規
職
員
は
磐
田
市
職
員
配

置
方
針
に
基
づ
き
、
必
要
な
部
門

に
は
職
員
の
充
実
を
図
る
。
嘱

託
・
臨
時
職
員
は
正
規
職
員
を
含

め
た
総
人
件
費
を
注
視
し
、
適
正

な
採
用
に
努
め
る
。

障
が
い
者
雇
用

貧
困
問
題

■問　
枯
損
し
て
い
な
い
防
災
林
区

域
の
防
潮
堤
整
備
に
対
す
る
県
と

の
協
議
状
況
、
計
画
を
伺
う
。

答
　
枯
損
し
て
い
な
い
区
域
の
整

備
に
必
要
な
年
度
事
業
計
画
、
工

事
の
施
工
区
分
、
施
設
の
維
持
管

理
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
中
東
遠
地
域
で
は
先
行
し
て

モ
デ
ル
的
な
防
潮
堤
整
備
に
元
年

度
着
手
し
た
い
。
整
備
計
画
は
、

切
れ
目
の
な
い
連
続
性
を
持
っ
た

防
潮
堤
整
備
を
進
め
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
県
と
連
携
を
図

り
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め
、
一

日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
た
い
。

■問　
国
の
避
難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
の
背
景
と

効
果
を
伺
う
。

答
　
気
象
情
報
と
関
連
づ
け
て
危

険
度
を
認
識
し
や
す
く
す
る
た
め

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。

避
難
勧
告
と
避
難
指
示
を
同
レ
ベ

ル
に
位
置
づ
け
た
の
は
、
住
民
の

迅
速
な
避
難
行
動
を
促
す
も
の
で

あ
り
、
早
期
避
難
が
期
待
で
き
る
。

■問　
市
内
の
製
造
業
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

大
手
企
業
の
生
産
拠
点
の
海
外
展

開
が
進
み
、
製
造
品
出
荷
額
等
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
24
年
と
29
年

を
比
較
す
る
と
、
製
造
品
出
荷
額

は
約
１
兆
７
千
億
円
か
ら
約
１
兆

５
千
億
円
に
、
従
業
員
４
人
以
上

の
事
業
所
数
は
６
１
８
か
ら
５
３

１
に
減
少
し
て
い
る
。
今
後
も
中

小
企
業
等
の
廃
業
が
ふ
え
、
地
域

の
雇
用
や
技
術
等
の
継
続
、
発
展

が
危
惧
さ
れ
る
。
産
業
活
力
の
維

持
拡
大
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

■問　
若
者
の
起
業
を
推
進
す
る
た

め
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
起
業
の
促
進
は
、
相
談
に
行

っ
て
み
よ
う
と
思
え
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
だ
と
認
識
し
て
お
り
、

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
や
関
係
機
関
等

と
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。

産
業
の
育
成

防
災
対
策

■問　
磐
田
な
か
よ
し
こ
ど
も
園
の

運
営
面
の
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
二
つ
の
幼
稚
園
が
統
合
し
て

こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
あ
わ
せ
て

新
園
舎
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
開
園
後
２
カ
月
の
現
時
点

で
は
、
お
お
む
ね
順
調
な
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

■問　
通
園
時
、
特
に
車
で
の
送
迎

の
課
題
等
と
対
応
策
を
伺
う
。

答
　
開
園
当
初
は
な
れ
な
い
場
所

で
の
駐
車
や
交
通
整
理
を
担
当
す

る
こ
と
へ
の
負
担
感
等
か
ら
戸
惑

い
も
あ
っ
た
が
、
駐
車
に
慣
れ
た

こ
と
や
、
交
通
整
理
の
方
法
や
担

当
回
数
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

■問　
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
ど
も

・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

答
　
電
話
や
来
庁
に
よ
る
相
談
、

児
童
虐
待
の
対
応
と
し
て
訪
問
に

よ
る
家
庭
状
況
の
確
認
や
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

■問　
こ
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ

ー
を
多
く
の
市
民
に
認
知
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
広
報
い
わ
た
に
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
の
案
内
等
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
の
配
布
を
開
始

す
る
等
、
相
談
が
必
要
な
方
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

■問　
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
に
今
後
何
が
必
要
か
伺
う
。

答
　
担
い
手
と
な
る
人
材
が
必
要

で
、
商
店
主
や
学
生
、
地
域
の
有

志
等
、
意
欲
あ
る
個
人
や
団
体
の

活
動
を
、
今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

■問　
小
中
学
校
等
の
通
学
路
の
安

全
点
検
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
か
伺
う
。
ま
た
、
大
津
市
の
事

故
後
、
安
全
点
検
を
実
施
し
た
の

か
伺
う
。

答
　
学
校
で
は
毎
年
当
初
に
詳
細

な
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
し

て
い
る
が
、
事
故
が
起
き
た
と
き

だ
け
で
は
な
く
、
登
下
校
指
導
や

校
区
の
巡
回
等
で
も
行
っ
て
い
る
。

商
業
関
係
等

交
通
安
全

子
育
て
・
若
者
支
援
・
教
育

大規模な太陽光発電設備の現状と今後の対応について／
持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」の理念を生かす取り組みについて

一 括
質 問

志政会 芦 川 和 美 議員

太田川右岸の防潮堤太田川右岸の防潮堤

※

２
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入札妨害事件における全容解明、再発防止策について／
浜岡原発について／磐田市の諸課題について

一 問
一 答

日本共産党磐田市議団 根 津 康 広 議員

地域公共交通の充実を／行政の諸課題／
まちづくり

一 問
一 答

日本共産党磐田市議団 高 梨 俊 弘 議員

行政課題への取り組みについて／
環境課題への取り組みについて

一 問
一 答

公明党磐田 鈴 木 喜 文 議員

■問　
課
題
の
把
握
方
法
と
解
決
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
把
握
の
方
法
は
相
談
を
受
け

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
と
る
な
ど
し

か
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
計
画

を
策
定
す
る
際
は
、
市
民
意
識
調

査
等
で
、
傾
向
等
を
把
握
し
て
い

る
。
事
業
化
で
き
る
も
の
は
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

■問　
「
子
育
て
世
帯
の
生
活
に
関

す
る
実
態
調
査
」
の
結
果
を
伺
う
。

答
　
貧
困
層
の
中
で
ひ
と
り
親
世

帯
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
進
学
に

係
る
費
用
負
担
が
大
き
い
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
推
察
し
て
い
た
状

況
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

既
に
実
施
し
て
い
る
支
援
を
引
き

続
き
行
い
、
現
時
点
で
は
新
た
な

支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
。

■問　
更
新
さ
れ
た
部
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
平
日
の
練
習
時
間
を
２
時
間

程
度
に
す
る
と
い
っ
た
適
当
な
活

動
時
間
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
や
教
員
に
過
剰
な
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

■問　
小
学
生
ジ
ュ
ビ
ロ
一
斉
観
戦

の
引
率
等
を
行
う
教
員
の
負
担
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
を
挙
げ
て
の
一
体
感
を
醸

成
す
る
事
業
で
あ
り
、
楽
し
く
お

つ
き
合
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■問　
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
に
伴

う
豊
田
北
部
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
地
元
や
市
に
と
っ
て
、
ど
う

利
活
用
す
る
こ
と
が
よ
い
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
が
、
ど
う
い
う

形
で
地
元
の
声
を
拾
う
か
が
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

■問　
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
の
通

学
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
全
市
的
な
視
点

で
遠
距
離
通
学
者
の
安
全
・
安
心

な
登
下
校
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。
２
年
度
の
１
学
期
に
は

目
途
を
つ
け
た
い
。

市
民
の
生
活
全
般

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
課
題

■問　
５
月
１
日
の
改
元
イ
ベ
ン
ト

周
知
の
問
題
点
と
10
連
休
の
業
務

状
況
を
伺
う
。

答
　
広
報
い
わ
た
発
行
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
ず
市
民
に
広
く
周
知

で
き
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。
市
民

課
で
は
５
月
６
日
、
連
休
中
に
宿

直
で
受
け
付
け
た
１
５
０
件
余
り

の
届
出
を
処
理
し
、
市
立
総
合
病

院
で
は
地
域
医
療
体
制
確
保
の
た

め
４
月
30
日
と
５
月
２
日
に
開
院

し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
取
り

組
み
に
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。

■問　
喜
寿
・
米
寿
等
祝
金
振
り
込

み
に
よ
る
詐
欺
被
害
防
止
対
策
は
。

答
　
対
象
者
へ
の
通
知
の
中
で
、

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
喚

起
を
行
う
。

■問　
ふ
る
さ
と
納
税
新
制
度
の
返

礼
品
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
返
礼
品
割
合
を
３
割
以
下
に

す
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
た
た
め

見
直
し
を
行
っ
た
。
実
家
等
の
庭

木
剪
定
や
空
き
地
の
草
刈
等
、
市

内
限
定
サ
ー
ビ
ス
も
返
礼
品
と
し

て
加
え
ら
れ
る
か
検
討
し
て
い
る
。

■問　
合
葬
墓
の
申
し
込
み
状
況
と
、

納
骨
後
の
使
用
済
み
骨
つ
ぼ
の
処

理
へ
の
公
助
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
現
在
ま
で
46
件
59
体
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。
骨
つ
ぼ
の
回
収

は
考
え
て
い
な
い
が
、
窓
口
で
処

理
で
き
る
業
者
を
紹
介
し
て
い
く
。

■問　
小
中
学
校
施
設
空
調
設
置
事

業
の
現
状
と
今
後
の
工
程
、
市
民

へ
の
公
表
方
法
を
伺
う
。

答
　
工
事
設
計
を
６
月
末
に
完
了

す
る
よ
う
進
め
、
直
ち
に
工
事
発

注
の
手
続
き
を
行
い
、
２
年
３
月

末
ま
で
の
設
置
完
了
を
目
指
す
。

学
府
単
位
で
の
進
捗
、
供
用
開
始

日
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
だ

よ
り
で
周
知
す
る
。

■問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
専
門
部
署
の
設
置
、

専
門
官
の
育
成
等
の
取
り
組
み
は
。

答
　
本
市
の
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
を
担
当
す
る
部
署
で
、
情
報
収

集
や
研
究
を
実
施
す
る
。

環
境
課
題

行
政
課
題

■問　
予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
い

ち
早
く
決
定
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
　
今
回
の
よ
う
な
入
札
前
に
予

定
価
格
を
探
ろ
う
と
す
る
不
正
行

為
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
予
定

価
格
を
最
初
か
ら
公
表
す
る
予
定

価
格
事
前
公
表
が
最
も
有
効
策
で

あ
る
と
考
え
、
導
入
を
決
定
し
た
。

■問　
市
長
の
任
命
責
任
に
つ
い
て

は
「
重
く
受
け
と
め
て
い
る
」
と

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
処
分
に

つ
い
て
は
市
長
自
ら
が
条
例
提
案

を
す
る
必
要
が
あ
る
が
検
討
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
　
こ
の
度
の
こ
と
を
大
変
重
く

受
け
と
め
て
お
り
、
６
月
26
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
判
決
を
踏
ま
え
、

今
後
、
特
別
職
の
給
与
を
減
額
す

る
条
例
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

■問　
前
副
市
長
の
退
職
金
返
納
を

求
め
る
声
が
あ
る
。
市
長
は
「
返

納
を
命
ず
る
の
は
困
難
」
と
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。
今
後
返
納
を

求
め
る
方
法
な
ど
検
討
す
べ
き
で

あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
今
回
の
事
件
は
、
前
副
市
長

退
任
後
の
行
為
で
あ
り
、
法
的
に

返
還
を
求
め
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
と
考
え
る
。
判
決
を
踏
ま
え
、

速
や
か
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

■問　
浜
岡
原
発
再
稼
働
に
お
け
る

事
前
了
解
権
の
拡
大
に
つ
い
て
、

立
地
自
治
体
以
外
に
も
拡
大
を
図

る
べ
き
立
場
を
求
め
る
が
見
解
を

伺
う
。

答
　
国
が
判
断
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ま
ず
は
関
係
市
町
で
意
見
交

換
す
べ
き
案
件
と
考
え
る
。

■問　
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
声
を
地

方
か
ら
は
っ
き
り
示
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
浜
岡
原
発
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
な

け
れ
ば
再
稼
働
に
つ
い
て
は
反
対

で
あ
る
が
、
全
国
の
原
発
施
設
の

再
稼
働
に
つ
い
て
ま
で
回
答
す
る

立
場
に
な
い
と
考
え
る
。

浜
岡
原
発

入
札
妨
害
事
件

■問　
御
厨
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
を
望
む
声
が
多
く
、
設
置
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
設
置
を
望
む
意
見
が
多
い
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
、
既
に
設
置
に

向
け
県
・
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
着
手

し
て
い
る
。

■問　
御
厨
駅
へ
の
バ
ス
路
線
に
つ

い
て
市
民
の
関
心
が
高
い
が
ど
の

よ
う
に
協
議
し
て
い
る
の
か
。

答
　
運
行
事
業
者
と
協
議
を
重
ね

て
い
る
が
、
乗
務
員
不
足
に
よ
り

既
存
路
線
の
維
持
も
困
難
な
状
況

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
新
駅
へ

の
乗
り
入
れ
を
含
め
た
運
行
経
路

の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■問　
（
仮
称
）
磐
田
市
文
化
会
館

の
新
た
な
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
ど

こ
ま
で
協
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
今
後
運
行
事
業
者
と
の
協
議

を
予
定
し
て
い
る
が
、
乗
務
員
不

足
に
よ
り
、
路
線
の
新
設
は
大
変

困
難
な
状
況
に
あ
る
。

■問　
市
営
住
宅
入
居
の
連
帯
保
証

人
を
確
保
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

連
帯
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
よ

う
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
家
賃
滞
納
等
の
課
題
が
あ
る

た
め
連
帯
保
証
人
は
必
要
と
考
え

る
。
来
年
４
月
施
行
の
民
法
の
改

正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
保
証

限
度
額
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
県
等
と
連
帯
保
証
人
の
要
件

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い
る
。

■問　
公
職
選
挙
法
の
改
正
で
駅
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

の
期
日
前
投
票
所
の
開
設
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■問　
市
民
文
化
会
館
跡
地
の
利
活

用
の
基
本
方
針
は
、
ど
こ
ま
で
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
市
民
文
化
会
館
跡
地
の
検
討

を
進
め
る
た
め
、
現
在
懇
話
会
を

立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

行
政
の
諸
課
題

ま
ち
づ
く
り

地
域
公
共
交
通

各ライフステージにおける課題について／
市民の生活全般について

一 問
一 答

新磐田 芥 川 栄 人 議員

ショッピングセンターの期日前投票所ショッピングセンターの期日前投票所
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磐田市の子育て支援の推進について／
「地域の支え合いの仕組み」作りについて

一 括
質 問

志政会 秋 山 勝 則 議員

保育園・幼稚園・こども園における地域とのつながり／
骨髄移植ドナー支援について／吃音症について／言語通級指導教室の支援体制

一 括
質 問

志政会 鳥 居 節 夫 議員

まちづくりについて／市民の暮らしについて
一 括
質 問

公明党磐田 江 塚 学 議員

■問　
新
産
業
創
出
支
援
事
業
、
次

世
代
型
農
水
産
業
立
地
推
進
事
業

等
の
現
状
と
将
来
展
望
を
伺
う
。

答
　
新
産
業
創
出
支
援
事
業
と
し

て
情
報
を
収
集
し
中
小
企
業
等
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、

遠
州
豊
田
Ｐ
Ａ
北
側
工
業
団
地
内

に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
の
設
置

を
支
援
し
て
い
る
。
次
世
代
型
農

水
産
業
立
地
推
進
事
業
は
30
年
度

末
ま
で
に
４
社
が
操
業
開
始
し
、

野
菜
等
の
出
荷
や
全
国
販
売
を
展

開
し
た
。
引
き
続
き
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
創
出
の
た
め
、
意
欲

的
な
事
業
者
を
支
援
す
る
。

■問　
Ｅ
Ｖ
化
等
が
進
む
が
、
自
動

車
・
輸
送
機
器
関
連
の
下
請
企
業

等
の
現
状
と
今
後
の
予
想
は
。

答
　
企
業
訪
問
時
の
調
査
で
Ｅ
Ｖ

普
及
の
影
響
は
な
し
、
わ
か
ら
な

い
と
回
答
す
る
企
業
が
６
割
を
占

め
た
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
の

販
売
が
好
調
で
、
Ｅ
Ｖ
化
へ
の
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
な
い
。
世
界

的
に
は
Ｅ
Ｖ
化
が
進
む
と
予
想
さ

れ
、
次
世
代
自
動
車
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
情
報
提
供
等
、
本
市
に

で
き
る
支
援
を
行
い
た
い
。

■問　
将
来
の
産
業
構
造
を
考
え
た

企
業
誘
致
等
の
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

答
　
磐
田
市
産
業
振
興
計
画
に
方

向
性
を
示
し
、
次
世
代
型
農
水
産

業
推
進
等
の
新
た
な
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。

製
造
業
等
だ
け
で
は
な
く
、
新
た

な
基
幹
産
業
を
生
み
出
す
取
り
組

み
に
で
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
。

■問　
博
物
館
、
美
術
館
、
児
童
館
、

科
学
館
等
の
整
備
計
画
や
構
想
を

伺
う
。
ま
た
産
・
学
・
官
・
民
が

連
携
し
た
施
設
等
の
検
討
を
伺
う
。

答
　
本
市
に
あ
れ
ば
い
い
と
率
直

に
思
う
が
、
新
造
形
創
造
館
等
や

修
学
旅
行
等
で
、
子
ど
も
た
ち
が

文
化
、
芸
術
や
最
新
の
製
品
等
に

触
れ
る
機
会
も
あ
り
現
時
点
で
博

物
館
等
整
備
計
画
や
構
想
は
な
い
。

文
化・科
学・教
育
学
習
等
施
設

産
業

■問　
御
厨
駅
で
の
防
災
対
策
は
。

答
　
災
害
情
報
な
ど
を
提
供
す
る

表
示
板
等
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。
備
蓄
品
等
を
配
備
す
る
予
定

は
、
現
時
点
で
は
な
い
。

■問　
御
厨
駅
と
そ
の
周
辺
の
園
児
、

児
童
の
交
通
安
全
対
策
と
防
犯
対

策
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
現
在
、
照
明
灯
や
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
予
定
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
、
開
業
後
の
通
学
路
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
地
元
や
関
係
者

と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。
今
後

も
児
童
等
の
安
全
確
保
を
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■問　
御
厨
駅
近
郊
の
商
業
施
設
・

医
療
機
関
の
誘
致
の
取
り
組
み
は
。

答
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
立
地
適
正
化
計
画
で
商
業
、
医

療
、
福
祉
施
設
等
の
都
市
機
能
を

誘
導
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
最

近
で
は
民
間
事
業
者
か
ら
の
照
会

も
増
加
傾
向
で
あ
る
。

■問　
大
津
市
の
交
通
死
傷
事
故
を

受
け
、
安
全
確
保
の
た
め
に
関
係

機
関
と
協
議
・
検
討
・
対
策
を
実

施
し
た
の
か
伺
う
。

答
　
事
故
後
、
関
係
部
署
に
よ
る

連
絡
会
を
開
催
し
、
情
報
を
共
有

し
た
。
ま
た
、
警
察
署
か
ら
提
供

さ
れ
た
事
故
多
発
交
差
点
の
集
計

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
磐
田
署
も
含

め
て
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

■問　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況
は
。

答
　
御
厨
駅
の
整
備
状
況
や
ア
ミ

ュ
ー
ズ
豊
田
の
修
繕
箇
所
の
撮
影

な
ど
、
市
の
大
型
事
業
や
各
施
設

の
現
場
確
認
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
防
災
面
で
は
、
防
災
訓
練
や

豊
岡
地
区
で
発
生
し
た
山
火
事
を

撮
影
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
運
用

に
向
け
て
検
証
し
て
い
る
。

■問　
ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入
の
考
え

を
伺
う
。

答
　
医
師
等
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
体

制
整
備
、
費
用
負
担
、
運
用
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
時

点
で
の
導
入
計
画
は
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し

ま
ち
づ
く
り

■問　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
と
現
状
に
対
す
る
見
解
を

伺
う
。

答
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

直
営
４
カ
所
、
委
託
５
カ
所
で
運

営
し
て
お
り
、
子
育
て
親
子
の
居

場
所
、
気
軽
に
子
育
て
相
談
が
で

き
る
場
所
と
し
て
定
着
し
、
親
子

の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

■問　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
　
セ
ン
タ
ー
の
配
置
に
地
域
バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
た
め
、
機
能
や

配
置
を
見
直
す
と
と
も
に
、
周
知

を
図
り
、
子
育
て
親
子
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
身
近
な
居
場
所
と
な
る
よ

う
、
利
用
促
進
に
努
め
る
。
地
域

に
開
放
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
模
索

し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

■問　
子
育
て
は
家
庭
か
ら
が
第
一

義
で
あ
る
と
考
え
る
。
取
り
組
み

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
家
庭
の
育
児
力
向
上
の
た
め

に
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
、
乳
児
、

幼
児
期
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
地

域
全
体
で
家
庭
で
の
子
育
て
を
支

援
し
て
い
け
る
よ
う
、
取
り
組
み

た
い
。

■問　
市
の
サ
ポ
ー
ト
や
誘
導
に
よ

っ
て
、
交
流
・
会
話
が
生
ま
れ
る

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
が
進
む
と

考
え
る
。
見
解
と
仕
組
み
づ
く
り

の
展
望
を
伺
う
。

答
　
ま
ず
は
関
係
者
で
地
域
資
源

を
把
握
、
共
有
し
課
題
を
整
理
す

る
こ
と
か
ら
、
支
援
の
方
向
性
を

考
え
て
い
き
た
い
。
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
等
に
よ

り
、
居
場
所
の
活
動
を
含
め
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
が
把

握
さ
れ
、
さ
ら
に
連
携
協
力
が
進

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
補
完
し

合
い
、
充
実
し
た
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。

地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り

子
育
て
支
援
の
推
進

答
　
県
に
対
し
て
、
普
及
活
動
に

対
す
る
前
向
き
な
取
り
組
み
を
す

る
よ
う
、
少
し
で
も
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

■問　
吃
音
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
と

理
解
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
　
配
慮
が
必
要
な
場
合
、
年
度

初
め
の
職
員
会
議
で
情
報
を
共
有

し
、
支
援
の
仕
方
の
共
通
理
解
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
が
連

携
し
、
吃
音
の
あ
る
児
童
生
徒
が

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

■問　
指
導
員
の
資
格
、
経
験
、
研

修
に
よ
る
待
遇
制
度
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

う
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
移
行

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

を
す
る
の
か
、
検
討
し
て
い
く
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

吃
音
症

言
語
通
級
指
導
教
室
の
支
援
体
制

保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に

お
け
る
地
域
と
の
つ
な
が
り

磐田市の産業について／
文化・科学・教育学習等施設について

一 問
一 答

きずなの会 小 栗 宏 之 議員

■問　
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
が
地
域
と
連
携
し
て
い
く
上
で
、

地
域
で
核
に
な
る
方
を
取
り
入
れ

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
新
た
に
取
り
入
れ
て
い
く
考

え
は
な
い
が
、
非
常
時
に
は
地
域

の
方
々
の
支
援
を
必
要
と
す
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

地
域
と
の
良
好
な
関
係
性
を
築
い

て
い
き
た
い
。

■問　
命
の
大
切
さ
や
人
を
思
い
や

る
心
な
ど
に
つ
い
て
教
育
の
中
で

新
た
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
元
年
度
か
ら
中
学
三
年
生
の

教
科
書
に
は
、
臓
器
ド
ナ
ー
を
テ

ー
マ
に
し
た
教
材
が
あ
り
、
命
に

向
き
合
う
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■問　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
へ
の

考
え
を
伺
う
。

答
　
救
え
る
命
を
救
う
環
境
づ
く

り
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
ド
ナ
ー

登
録
推
進
に
向
け
、
引
き
続
き
啓

発
活
動
を
行
う
。

■問　
県
へ
の
働
き
か
け
の
考
え
を

伺
う
。

※

３

骨髄バンクパンフレット骨髄バンクパンフレット子育て支援センター「にっこにこ」子育て支援センター「にっこにこ」

き
つ
お
ん

御厨駅完成予想図御厨駅完成予想図
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～ようこそ磐田市へ～
東御市「議会改革について」

7
16

　長野県東御市議会の会派「太陽の会」が、議会
改革について視察に訪れました。視察では、予算
決算の議会でのありかたや議会報告会、議員によ
る条例制定について説明するとともに質疑応答
や意見交換を行いました。

議会運営委員会視察
～三重県亀山市・滋賀県大津市～

7
17・18

　議会運営委員会は、議会改革・活性化への取り
組みを推進するため、三重県亀山市及び滋賀県
大津市への行政視察を行いました。視察先では、
議会改革推進会議・検討部会や、議会ミッション
ロードマップについて質疑応答や意見交換を行い
ました。

友好都市駒ヶ根市議会議員の来訪7
31

8
1・

　友好都市提携をしている長野県駒ヶ根市の市議会が、本市を友好訪問されました。
　両市における主要事業の情報交換や施設見学等を通じて相互理解を深めました。
　今後も一層の友好交流を推進します。

I n f o r m a t i o n

■問　
向
陽
学
府
一
体
校
の
基
本
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
向
陽
学
府
の
強
み
で
あ
る
地

域
、
家
庭
の
教
育
力
の
高
さ
や
、

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ

を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

■問　
大
藤
・
岩
田
・
向
笠
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
要
望
書
の
提
出
を

受
け
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
元
年
度
は
小
中
一
貫
教
育
に

詳
し
い
大
学
教
授
を
地
域
に
招
き
、

学
府
一
体
校
の
勉
強
会
を
開
催
す

る
な
ど
地
域
の
声
を
聞
き
、
基
本

と
な
る
構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

　■問　
茶
業
に
つ
い
て
短
期
的
・
長

期
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
短
期
的
に
は
、
お
茶
の
消
費

を
拡
大
す
る
た
め
、
磐
田
が
お
茶

の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
知
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。
長

期
的
に
は
、
課
題
を
共
有
す
る
担

い
手
に
よ
る
茶
園
集
積
な
ど
、
生

産
者
の
作
業
効
率
が
向
上
す
る
よ

う
な
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

■問　
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
地
域

農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
設
置
に
は
、
周
辺
農
地
の
効

率
的
な
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
許
可
要
件
の
一
つ
と
な
り
、
農

業
委
員
会
で
調
査
判
断
し
、
現
時

点
で
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■問　
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

北
部
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
　
指
定
大
規
模
既
存
集
落
制
度

や
、
地
区
計
画
制
度
の
活
用
に
よ

る
住
宅
の
確
保
及
び
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
住
宅
や
事
業
所
な
ど
を

分
割
し
た
宅
地
分
譲
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
や
、
幹
線
道
路
沿
い
を
産
業

拠
点
や
産
業
軸
に
位
置
づ
け
て
、

大
規
模
流
通
業
務
施
設
や
工
場
を

誘
致
し
て
い
る
。

農
業

土
地
利
用

教
育

教育について／磐田市の農業について／
土地利用について

一 括
質 問

志政会 永 田 隆 幸 議員

 
※

１
　
鞆
型
埴
輪
（
Ｐ
７
）

　
東
貝
塚
に
あ
っ
た
堂
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
。
県
の
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

※

２
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
Ｐ
８・
Ｐ
11
）

　
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」。
17

の
大
き
な
目
標
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
、

よ
り
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す
。

※

３
　
吃
音（
症
）（
Ｐ
12
）

　
話
し
言
葉
が
滑
ら
か
に
出
な
い
発
話
障
害
の
ひ
と
つ
。
話
す
と

き
に
言
葉
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
難
発
、
同
じ
音
を
繰
り
返
し
た
り

す
る
連
発
、言
葉
を
引
き
伸
ば
し
て
し
ま
う
伸
音
等
の
症
状
が
あ
る
。

※

４
　
営
農
型
太
陽
光
発
電
（
Ｐ
14
）

　
営
農
の
適
切
な
継
続
を
し
な
が
ら
発
電
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

作
物
の
販
売
収
入
に
加
え
、
売
電
に
よ
る
継
続
的
な
収
入
等
に
よ

る
農
業
経
営
の
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
で
き
る
取
組
手
法
。

用語解説
一般質問

左記２次元コードを読み込むと専
用フォームのページに移動しま
す。また、パソコンやスマート
フォン等から入力も可能です。

議会にご意見をお寄せください
　市民の皆様の声をお聞きす
るため、「ご意見ポスト」を
本庁舎1階と5階に設置してい
ます。市議会へのご意見・ご
要望をお寄せください。

議会を傍聴しませんか

　本会議・委員会は当日の受付で傍聴できま
す。本庁舎５階の議会事務局までお越しくだ
さい。議会を身近に知るためにも傍聴されて
みてはいかがでしょうか。
　9月定例会
の日程は最終
ページ9月定
例会の予定を
ご覧ください。

※

４

と
も
が
た

き
つ
お
ん
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　待ちに待ったラクビ―ワールドカップが開
幕します。公認キャンプ地の磐田市にも大勢
の外国チームの選手・関係者がお見えにな
ることでしょう。世界に磐田市の良さを発信

するチャンスであり議会としても発信していきます。
　また、今年も議会報告会を開催します。多くの皆様の参
加をお待ちしています。　　　　　　　　　（小柳貴臣）
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2019年

令和元年6月定例会
No.72

9/1発行
9月号

次回は12月1日発行予定です。

※志政会の会派人数は12人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた11人で行います。 ○：賛　成　×：反　対

（9月11日～10月16日）
9

【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委 　 員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

審 議 結 果

編 集

後 記

■意見の分かれた議案

■本会議で行われた選挙
⑴　静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

■その他
⑴　閉会中の継続調査　　　⑵　市議会議員の派遣

■全会一致により可決された議案
⑴　元年度一般会計補正予算（第２号）
⑵　手数料条例の一部改正
⑶　元年度一般会計補正予算（第３号）
⑷　森林環境整備基金条例の制定
⑸　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
　　関する条例の一部改正
⑹　税条例等の一部改正
⑺　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

⑻　水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の
　　一部改正
⑼　火災予防条例の一部改正
⑽　浅羽地域湛水防除施設組合の解散
⑾　浅羽地域湛水防除施設組合の解散に伴う財産処分
⑿　財産の譲渡
⒀　財産の譲渡
⒁　財産の取得

月 定 例 会 の 予 定

結果
志政会

12人（※）

会派名

件　名

新磐田

４人

きずなの会

４人

日本共産党
磐田市議団
２人

公明党
磐　田
２人

社民・明るい
暮らしの会
1人

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ×

×

○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。一般質問を行う議員の順番や内
容につきましては９月１９日（木）にホームページ上に公開を予定し
ています。また、聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通
訳者や要約筆記者の手配を行っています。ご希望の方は、事前に議
会事務局（電話0538-37-4822、ＦＡＸ0538-37-4845）までお
問い合わせください。
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6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
本会議
（採決）
本会議
（採決）

本会議
（先議採決・一般質問）

本会議
（先議採決・一般質問）

本会議
（議案上程）
本会議
（議案上程）

本会議
（先議ほか）
本会議
（先議ほか）

予算決算委員会
（採決）

予算決算委員会
（採決）

本会議
（議案質疑）
本会議
（議案質疑）

本会議
（一般質問）
本会議
（一般質問）

予算決算委員会分科会（審査）予算決算委員会分科会（審査）
常任委員会（審査）常任委員会（審査）

社会保障の安定財源の確保等を
図る税制の抜本的な改革を行う
ための消費税法の一部を改正す
る等の法律並びに社会保障の安
定財源の確保等を図る税制の抜
本的な改革を行うための地方税
法及び地方交付税法の一部を改
正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定
元年度ながふじ学府一体校建設工事
（建築）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（電気設備）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（給排水衛生設備）請負契約の締結

元年度ながふじ学府一体校建設工事
（厨房設備）請負契約の締結

C O N T E N T S
Ｐ２ 特集
 御厨駅と、磐田市と、私。
Ｐ４ 議案審議
Ｐ７ 一般質問（１4人）
Ｐ15 トピックス
 インフォメーション
Ｐ16 審議結果　ほか

御厨駅と、磐田市と、私。御厨駅と、磐田市と、私。
～神明中学校生徒からの視点で～～神明中学校生徒からの視点で～

みくりやみくりや

しん めいしん めい

静岡県立磐田西高等学校　3年
表紙の撮影者

齋藤　優弥 さん
さい とう　　　 ゆう  や

　我が校の文化祭では毎年書道パフォーマン
スが行われます。一人の女子部員に目が留ま
り撮影しました。小柄な体に大きな筆を持ち、
全身を使って力強く字を書くその姿。赤いた
すきをギュッとしめた袴姿も凛々しく人々を
魅了していました。「書道で自分の思いを伝
えたい」と思いが溢れる一枚になりました。


